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2019年11月吉日

一般社団法人G1 代表理事
グロービス経営大学院 学長

グロービス・キャピタル・パートナーズ 代表パートナー

堀 義人

「テクノベート時代を勝ち抜く戦略的サステイナビリティ」をテーマとした第8回G1経営者会議は、大
成功で終わりました。ご登壇、ご参加、ご協賛頂いた皆様に深く感謝申し上げます。

冒頭の基調講演で菅官房長官より「安倍内閣が6年11カ月で進めてきた改革と成果、政府の役割と民間
に期待すること」についてお話がありました。竹中さんとの対話では「もっと民間は投資をすべきだ。
若い人の活力やクリエイティビティを活用すべきではないか」と話され「これからは、社会保障改革を
やる。今までは7割高齢者への給付。これからは5割を子供たちに割り当てる。幼児教育の無償化など。
健康寿命を長くしていくことが重要。遠隔医療もしっかりできる環境をつくりたい。」というポジティ
ブなお話をいただきました。「国会会期中は、オープンな場でスピーチをしない」とのことでしたが、
ご多忙な中菅官房長官にお話をいただき、本当に感謝しております。

続く第2部全体会では、世界に先駆けてESG投資を提唱しリーダーシップを発揮しているGPIFの水野
CIOのモデレートのもと、経済同友会の櫻田代表幹事、JSRの小柴会長にご登壇いただき「日本はだめ
だ」と言うことはやめて、日本が持つ中庸さ、技術力、ソフトパワーで「世界からの、日本は次のロー
ルモデルを示していくという期待」にこたえていく姿勢が重要であるというお話がありました。

その後の分科会は、「テクノべート」「企業戦略」「組織マネジメント」「社会・文化」の4つのテー
マに分かれて議論を深めました。

昨年から、G1経営者会議では「G1・KIBOWソーシャルアワード」の授賞式を行っています。
本年は、企業理念「人と自然と響きあう」の実現に向けてグループ全体でCSR活動に取り組むサントリ
ーホールディングス鳥井副社長、アートを通じた地域の再生と活性化・文化振興に貢献し続けているア
ートディレクターの北川氏、そして若手起業家、科学者やアーティストに対する多面的な支援を行う
S&R財団を設立した久能氏にご受賞いただきました。

そして、最後の全体会ではオイシックス・ラ・大地の高島社長のモデレートのもと、ソーシャルアワー
ド受賞者の皆様と一緒に「戦略的サステイナビリティの実現にむけた、アート×環境と企業の関係」を
テーマに意見を交わしていただきました。

夜の懇親会では、ラグビーワールドカップ2019日本大会準決勝「南アフリカ対ウェールズ」を大画面
で観戦しながら“ラグビーナイト”を楽しみました。南アフリカの美味しいワインを片手に、青山学院
大学ソングリーディングBULLETSの皆さんのパフォーマンスとともに、ライブ観戦を楽しみ、とても
盛り上がりました。

G1を始めて10年強、経営者会議を始めて8年。明らかに日本の景色が変わり始めています。さらに日本
を良くすべくG1は頑張ります。

ご参加いただいた皆さんは勿論のこと、協賛して頂いたスポンサーの皆さまに、改めて感謝を申し上
げます。
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ご挨拶
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アドバイザリー・ボード
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第8回G1経営者会議 開催概要

■開催日
2019年10月27日（日）

■開催場所
グロービス経営大学院 東京校

■参加者数
約330名

■主催
一般社団法人G1／株式会社グロービス
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オープニング・セッション/第1部全体会/第2部全体会

堀 義人



6

第3部分科会

A B

C D
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第4部分科会

A B

C D
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第5部分科会

A B

C D
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第6部分科会

A B

C D

（ご欠席）
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第7部 G1・KOBWソーシャルアワード/第8部全体会/クロージング・セッション

アドバイザリーボードメンバー
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ランチセッション/懇親会
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Gold Sponsors
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Gold Sponsors
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Gold Sponsors
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Bronze Sponsors
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個人協賛
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多くのご支援に
心より感謝申し上げます。

一般社団法人G1


